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場
大
浦
１
７
４
番
地

日
９
時
～

１６
時
（
年
中
無
休
）

※
行
事
に
よ
り
拝
観
を
休
止
場
合
あ
り

☎
７
９
２
・
３
０
３
２

￥
中
学
生
以
上
３
０
０
円

　

ま
ず
開
山
堂
に
入
っ
た
ら
真
っ
新
な
気
持

ち
で
、
雲
蝶
の
世
界
観
に
触
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
雲
蝶
の
作
品
は
小
窓
か
ら
入
る
光
の

具
合
や
、
お
位
牌
に
写
る
ろ
う
そ
く
の
照
り

返
し
ま
で
が
計
算
さ
れ
て
い
て
、
お
堂
と
の

一
体
感
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
開
山
堂
の

雲
蝶
作
品
は
季
節
や
天
候
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
も
雰
囲
気
を
変
え
、
そ
の
時
の
あ
な
た
の

心
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
す
。
雲
蝶
の
表
現

す
る
仏
の
世
界
に
ひ
た
り
、
し
ば
し
日
常
か

ら
離
れ
る
こ
と
で
、
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
西
福
寺
の
大
龍
和
尚
は
開
山
堂
を

お
位
牌
堂
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
貧
し
い
農

村
の
人
た
ち
の
教
育
の
場
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
雲
蝶
は
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
、
親
し
み
の
あ
る
作
風
で
そ
の
意
図
に

答
え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
福
寺
開
山
堂

　

石
川
雲
蝶
の
作
品
に
つ
い
て
は
言
葉
で
表

す
よ
り
も
、
ま
ず
は
実
物
を
見
て
も
ら
い
、

何
か
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
個
人
で
感
じ
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ

違
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
大
切
に
し

て
、
さ
ら
に
雲
蝶
の
世
界
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。
雲
蝶
は
弁
成
和
尚
と
大
変
気
が

合
っ
て
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
作
品
の
相
談
を

し
た
話
が
あ
る
一
方
で
、
徳
利
の
中
に
は
酒

で
は
な
く
豆
を
入
れ
て
食
べ
な
が
ら
製
作
し

た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
雲
蝶

の
逸
話
を
多
く
学
び
、
当
時
の
世
界
に
想
い

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
く
と
、
さ
ら
に
雲
蝶
の
魅

力
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。　

　

彫
刻
の
中
で
も
、「
天
女
」
は
じ
っ
く
り

と
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
の
彫
刻
は
実

在
す
る
女
性
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
江
戸
時
代

の
ふ
く
よ
か
で
気
品
の
あ
る
美
人
を
表
現
し

た
雲
蝶
の
代
表
作
で
す
。

永
林
寺

場
根
小
屋
１
７
６
５
番
地

日
４
月
～

１０
月
…
９
時
～

１６
時

３０
分
、

　

１１
月
～
３
月
…
９
時
～

１６
時（
年
中
無
休
）

※
行
事
に
よ
り
拝
観
を
休
止
す
る
場
合
あ
り

☎
７
９
４
・
２
２
６
６

￥
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円

石
川
雲
蝶
の
生
涯

１
８
１
４
年

（
文
化
１１
年
）

江
戸
雑
司
ヶ
谷
で
生
ま
れ

る
。
若
く
し
て
江
戸
彫
石

川
流
の
彫
物
師
と
し
て
名

を
挙
げ
、
苗
字
帯
刀
を
許

さ
れ
た
。

２０
代
幕
府
御
用
勤
め
に
な
り
、

「
石
川
安
兵
衛
源
雲
蝶
」
を

名
乗
っ
た
。
江
戸
で
の
製

作
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。

１
８
４
５
年

（
弘
化
２
年
）
32
歳

本
成
寺
の
世
話
役
・
内
山

又
蔵
の
依
頼
を
受
け
越
後

三
条
に
入
り
、
三
条
や
栃

尾
で
製
作
活
動
を
開
始
す

る
。
後
に
三
条
の
酒
井
家

へ
婿
養
子
と
な
る
。

１
８
５
２
年

（
嘉
永
５
年
）
３９
歳
西
福
寺
開
山
堂
起
工
。
大

龍
和
尚
と
出
会
う
。
ま
た

永
林
寺
の
弁
成
和
尚
と
出

会
う

１
８
５
３
年

（
嘉
永
６
年
）
４０
歳
長
女
「
な
み
」
生
ま
れ
る
。

１
８
５
５
年

（
安
政
２
年
）
42
歳
永
林
寺
の
製
作
に
入
る
。

長
男
「
儀
平
」
生
ま
れ
る
。

１
８
５
７
年

（
安
政
４
年
）
44
歳
西
福
寺
開
山
堂
落
成

１
８
７
８
年

（
明
治
１１
年
）
６５
歳
永
林
寺
の
弁
成
和
尚
逝
去

１
８
８
０
年

（
明
治
１３
年
）
６７
歳
三
条
が
大
火
災
に
な
り
町

の
大
半
が
焼
け
る
。

１
８
８
１
年

（
明
治
１４
年
）
６８
歳
永
林
寺
に
再
び
入
る
。

１
８
８
２
年

（
明
治
１５
年
）
６９
歳
西
福
寺
の
大
龍
和
尚
逝
去
。

１
８
８
３
年

（
明
治
１６
年
）
７０
歳
５
月
13
日
雲
蝶
逝
去
。

三
条
市
の
本
成
寺
本
堂
脇

の
墓
所
に
眠
る
。

石川雲蝶生誕２００周年特集

西福寺開山堂

鬼退治仁王像

　永林寺

天女／欄間

雲
蝶
の
魅
力
と
見
所
を
伺
い
ま
し
た
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今
年
で
生
誕
２
０
０
周
年
を
迎
え
る
石
川
雲
蝶
。迫
力
あ
る
彫
刻
は
見
る
者
を
魅
了
し
、

雲
蝶
の
世
界
へ
と
引
き
込
み
ま
す
。
江
戸
で
生
ま
れ
、
越
後
の
地
で
生
涯
を
終
え
た
雲
蝶

の
人
物
像
は
資
料
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
は
魚
沼
市
の
西
福
寺
開
山
堂
や
永
林
寺
、
雲
蝶
に
携
わ
る
関
係

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
、
そ
の
魅
力
や
人
物
像
な
ど
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。魚沼の宝 石川雲蝶
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雲
蝶
は
、
魚
沼
の
人
を
愛
し
、
魚
沼
の
人
か

ら
愛
さ
れ
、
永
年
に
渡
り
雪
深
い
魚
沼
に
住
み
、

数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

魚
沼
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
雲

川
雲
蝶
を

る

石

語

作
品
の
見
学
者
や
雲
蝶
に
携
わ
る
関
係
者
に
、

雲
蝶
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

石川雲蝶生誕 200 周年記念事業実行委員長
渡辺　隆さん

　

石
川
雲
蝶
は
、
お
寺
へ
の
彫
刻
の
他
に
一

般
の
民
家
に
も
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て

い
ま
す
。
雲
蝶
は
招
か
れ
る
と
、
方
々
の

村
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
魚
沼
の
先
人
た

ち
と
交
流
を
深
め
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
飲
み
食
い
の
お
礼
と
し

て
仏
像
や
欄
間
な
ど
を
彫
り
、
置
き
土
産

に
し
た
と
思
い
ま
す
。
招
く
人
に
と
っ
て

石川雲蝶生誕 200 周年記念事業実行委員
長谷川　勝義さん

は
、
そ
ん
な
狙
い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

６
月

２９
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
そ
う
し
た
魚
沼
の
民
家
に
残

る
雲
蝶
の
作
品
も
可
能
な
限
り
展
示
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
上
記
参
照
）
こ

の
機
会
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い
作
品
ば
か

り
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

　

三
条
で
製
作
活
動
を
行
い
、
す
で
に
名

を
は
せ
て
い
た
石
川
雲
蝶
に
は
、
各
地
よ

り
多
く
の
依
頼
や
誘
い
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
な
ぜ
雲
蝶
は
山

に
囲
ま
れ
雪
深
い
魚
沼
を
選
び

１０
年
以
上

も
の
間
、
作
品
を
作
り
続
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。
推
測
で
す
が
、
魚
沼
地
域
の
雰

囲
気
や
人
柄
が
雲
蝶
の
心
に
響
く
も
の
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
魚

沼
の
先
祖
は
、
雲
蝶
を
呼
び
寄
せ
る
よ
う

な
魅
力
の
あ
る
郷
土
を
つ
く
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
も

１
０
０
年
後
の
子
孫
が
見
て
「
先
人
は
よ

く
や
っ
て
く
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

魚
沼
市
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
ま
す
。

蝶
の
心
に
響
い
た
魚
沼
の
魅
力

雲

西福寺開山堂　道元禅師物語／欄間永林寺　孔雀／欄間

石川雲蝶生誕２００周年特集

香炉台間 彫工雛形図（獅子）

　

普
段
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
般
の

皆
さ
ま
の
お
持
ち
の
雲
蝶
作
品
が
一
堂
に
集
ま

り
ま
す
。
彫
り
物
、
絵
な
ど
の
ほ
か
日
用
の
道

具
な
ど
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。
一
日
の
限
定

公
開
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
川
雲
蝶
生
誕
２
０
０
周
年

　
　
　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
地
域
に
眠
る
雲
蝶
作
品
展
～

日  

６
月
２９
日
㈰　

１０
時
～
１８
時

場  

小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

￥  

入
場
無
料

む
す
び
に

蝶
が
作
る
作
品
に
は
、
魚
沼
へ
の
想
い
が
脈
々

と
流
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

現
在
の
私
た
ち
が
作
品
を
見
て
、
心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
感
動
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
雲
蝶
を
惹
き
つ
け
た
魅
力
あ
る
郷
土
を

つ
く
っ
て
い
た
先
人
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
同
じ

魚
沼
人
と
し
て
の
誇
り
を
覚
え
ま
し
た
。

　

雲
蝶
の
作
品
を
見
て
何
か
を
感
じ
、
郷
土

「
魚
沼
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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重
な
作
品
が
見
れ
る
チ
ャ
ン
ス

貴
　

絵
本
作
家
の
サ
ト
シ
ン
さ
ん
が
西
福
寺
開

山
堂
の
見
学
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
見

学
を
終
え
た
サ
ト
シ
ン
さ
ん
に
感
想
を
伺
っ

て
み
ま
し
た
。「
ひ
と
つ
の
彫
刻
の
シ
ー
ン

の
中
に
、
色
々
な
物
語
が
あ
っ
て
大
変
面
白

か
っ
た
で
す
。
雲
蝶
の
作
品
は
３
Ｄ
で
彫
り

が
深
く
、
心
に
訴
え
か
け
て
く
る
も
の
が

あ
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
以
上
前

倒
さ
れ
る
魚
沼
の
作
品
群

圧

の
彫
刻
で
す
が
、
現
代
の
私
た
ち
に
も
、
今

な
お
新
鮮
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

魚
沼
市
以
外
の
作
品
も
見
ま
し
た
が
、
魚
沼

の
作
品
は
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。」

　
「
今
日
は
家
族
で
見
学
に
来
ま
し
た
が
、

と
っ
て
も
好
評
で
し
た
。」
絵
本
に
も
参
考

と
な
る
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
と
て
も
満

足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

絵本作家
サトシン（佐藤　伸）さん

　

雲
蝶
ツ
ア
ー
に
同
行
す
る
中
で
、
魚
沼
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
地
域
の
雲
蝶
作
品
も
見
て
も

ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
他
の
作
品
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
個
人
的
な
好
み
も
出
て
き
て
、

さ
ら
に
魚
沼
の
作
品
の
良
さ
が
分
か
っ
た
り
、

見
る
ポ
イ
ン
ト
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、視
覚
か
ら
入
る
と
思
う
の
で
す
が
、

一
歩
掘
り
下
げ
て
「
こ
の
人
は
ど
ん
な
人
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
」
と
雲
蝶
の
人
柄
を
探
り
な
が
ら

見
学
す
る
と
、
ま
た
別
の
面
白
さ
が
出
て
き
ま

す
。
雲
蝶
の
人
物
像
は
不
明
な
部
分
も
多
い
の

で
す
が
、
色
々
な
作
品
を
自
分
の
目
で
見
る
こ

と
で
、
き
っ
と
自
分
の
雲
蝶
像
が
で
き
て
く
る

と
思
い
ま
す
よ
。
今
後
は
他
の
地
域
と
も
連
携

し
て
石
川
雲
蝶
を
盛
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

の
地
域
の
雲
蝶
作
品
も
見
て
く
だ
さ
い

他

魚沼市観光協会
山田　智之さん



市報うおぬま　2014.6.10 　 6 市報うおぬま7

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と

　
　

お
財
布
に
や
さ
し
い
工
夫

納
税
通
知
書
を

　

発
送
し
ま
す

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
税

問　

納
付
に
つ
い
て
…　

税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

　
　

課
税
内
容
・
軽
減
に
つ
い
て
…　

健
康
増
進
室
☎
７
９
３
・
７
９
７
１

　

平
成

２６
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
、
６
月
１３
日
に

発
送
し
ま
す
。

　

発
送
日
以
降
一
週
間
を
過
ぎ
て

も
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康
増
進

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
率
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す

　

医
療
技
術
の
高
度
化
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
医
療
費

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
の
財
源
は
厳
し
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、
被
保
険
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
想
定
し
た
予
算
を

編
成
し
、
平
成

２６
年
度
も
税
率
を

据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
後
期
分
及
び
介
護

分
に
係
る
賦
課
限
度
額
が
、
中
・

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

各
２
万
円
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
軽
減
措

置
の
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
国

保
税
の
５
割
及
び
２
割
軽
減
の
対

象
を
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

平成２６年度税率
医療分 後期分 介護分

所得割率 6.37％ 2.86％ 2.13％

均等割額 24,245 円 13,017 円 13,593 円

平等割額 18,326 円

　賦課
　限度額

 510,000 円  160,000 円  140,000 円

　　　　　　　　    合計 810,000 円

  

健
全
運
営
に

   

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
相
互
扶

助
を
目
的
と
し
た
生
活
保
障
制
度

で
あ
り
、
国
民
皆
保
険
の
日
本
社

会
に
お
い
て
、「
医
療
保
険
制
度

の
最
後
の
砦
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
国
民
健
康
保
険
の

健
全
運
営
の
た
め
、
医
療
の
適
正

な
利
用
と
保
険
税
の
納
税
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

失
業
者
の
国
保
税
の
軽
減

　

勤
め
て
い
た
会
社
の
倒
産
や
解

雇
、
雇
用
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い

な
ど
、
事
業
主
都
合
に
よ
る
失
業

者
の
国
保
税
に
つ
い
て
、
申
請
に

よ
り
、
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
要
件
や
軽
減
額
等
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
健
康
増
進
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
等
へ
加
入
し
た
と
き

は
、
国
保
の
脱
退
の
届
出
が
必
要

で
す
。
１４
日
以
内
に
、
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
北
部
振
興
事
務
所
の

窓
口
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 国

保
の
届
出
は
速
や
か
に

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

あなたは２６年度分
の市県民税（均等割
含む）を課税されて
いますか。

あなたは２６年度分
の市県民税が課税さ
れている人に扶養さ
れていますか。

対象ではありません。
※保護基準の改定で消費
　税の負担増に対応して
　います。

臨 時 福 祉 給 付
金 の 支 給 対 象
者 と な る 可 能
性があります。

あなたは２６年１月分の児童手当・特例給
付を受給していますか。

（平成１０年４月２日～平成２６年１月１
日生まれまでの児童が対象です。）

対象ではありません。

いいえ いいえいいえ

いいえ

はいはい

はい

はい

あなたの２５年の所得
（１月～１２月）は制
限額以上ですか。

（右記限度額表を参照）

いいえはい

子 育 て 世 帯 臨
時 特 例 給 付 金
の 支 給 対 象 者
と な る 可 能 性
があります。

  ★スタート
あ な た は 生 活
保 護 を 受 け て
いますか。

かかか んたん チェック
問　臨時福祉給付金について　　　    　　 厚生室            ☎７９２－９７６７
　　子育て世帯臨時特例給付金について 　子ども課         ☎７９４－６０２７
　　厚生労働省相談専用ダイヤル（土、日、祝日を除く９時～１８時）　☎０５７０－０３７－１９２

　消費税率引き上げに際し、日常生活への影響を緩和するため、臨時的な措

置として、給付金の支給を予定しています。平成２６年１月１日時点で魚沼

市に住民登録があり、対象となる可能性のある人へ６月下旬頃に書類を発送

します。ただし、公務員の人は所属庁にて配布しています。

    　　　臨時福祉給付金 　子育て世帯臨時特例給付金

対
象
者

平成２６年度分の市県民税（均
等割）が課税されていない人。
※ご自身を扶養している人が課
　税されている場合は対象外で
　す。

次の２つの要件を満たす人が対象
です。
①平成２６年１月分児童手当を受
　給している人。
②平成 25 年の所得が児童手当の所
　得制限限度額未満の人。
　（右記の限度額表を参照）

支
給
額

本人及び扶養家族１人につき
                            １０，０００円
※老齢基礎年金、障害基礎年金、
　遺族基礎年金、児童扶養手　
　当等の受給者は１人につき５，
　０００円を加算します。

対象児童 1 人につき
                           １０，０００円
※対象児童は平成１０年４月２日
　～平成２６年１月１日生まれま
　での児童です。
※臨時福祉給付金の対象となる児童
　は除きます。

扶養親族等の数
（課税台帳上）

限度額
（所得ベース）

０人 ６２２万円

１人 ６６０万円

２人 ６９８万円

３人 ７３６万円

児童手当の所得制限限度額表

二つの給付金 検索

厚生労働省ホームページ

からも確認できます！

お知らせします  ふたつの 給 付 金

◦
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
休
日
や　

　

夜
間
の
受
診
を
控
え
る
。

◦
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関　

　

を
受
診
す
る
重
複
受
診
を
控
え　

　

る
。

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
※
）

　

を
有
効
活
用
す
る
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

新
薬
の
特
許
期
間
が
満
了
後
、
厚
生

　

労
働
省
の
承
認
を
得
て
製
造
・
販
売

　

さ
れ
る
安
価
な
医
薬
品

７月１日受付開始

※このチャートはあくまで一般的な場合を想定しています。

※収入がない人でも未申告の場合は、非課税の確認ができません。また、農業や不動産所得等の事業所得があり、
　未申告の人は支給対象か判別できないため、それぞれ住民税の申告が必要になります。



　　
問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
48

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■４月の相談件数
　　　　…１９５件
　・電話　１２９件
　・来庁　　５０件
　・その他　１６件
{

健康　うおぬま №
61

　「一汁三菜」は日本人の伝統的な食文化である “ 和

食 ” の基本のお膳で、ユネスコの無形文化遺産に登録

されました。和食は昆布やかつおぶしなどのだしのう

ま味を上手に使い、栄養バランスのとれた世界に誇れ

る食事です。

一

菜

汁

三

世界が認める
和食を見直そう

副々菜

主菜副菜

汁ものご飯

「みそ汁」は一汁三菜の代表的な汁もの

　みそ汁は煮干しなどのだしと発酵食品のみそ、季節

の野菜が加わります。だしのうま味を生かして料理を

すると素材の味をおいしくいただくことができ、減塩

にもなります。

■材料（４人分）１人分の塩分相当量１．１ｇ
・だし汁…６００ｍℓ　・野菜…２４０g
・みそ…大さじ２
■作り方
①野菜は食べやすい大きさに切り、だし汁と一緒に鍋
　に入れて煮る。
②野菜に火が通ったら、火を弱めてみそを加える。
③沸騰したら火を止める。
※だしは煮干しなど天然だし・かつおぶしなどがパッ
　クされた「だしパック」がおすすめです。
※野菜は１人分生で片手１杯、みそはカレースプー　
ン半分ほどがめやすです。

【一汁三菜】
・主食のご飯
・汁物を一品
・おかずを三品

おいしい減塩みそ汁の作り方（塩分濃度０．８％）

No.61

文
化
財
散
歩

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

　

昨
年
度
に
約
５
万
人
の
利
用
が
あ
っ
た
「
魚

沼
か
ら
行
く
尾
瀬
ル
ー
ト
」
は
、
今
年
も
５

月
３１
日
に
開
通
式
が
行
な
わ
れ
、
尾
瀬
の
本

格
的
な
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
潟
・
福
島
・
群
馬
３
県
の
県
境
に
位
置

す
る
尾
瀬
は
、
周
り
を
２
千
ｍ
級
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
高
地
に
あ
り
、
燧
ケ
岳
（
ひ
う
ち

が
た
け
）
の
噴
火
活
動
か
ら
で
き
た
日
本
有

数
の
湿
原
で
す
。

　

尾
瀬
は
、
春
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
夏
の

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
、
約
１
４
０
種
の
植

物
が
自
生
す
る
自
然
の
宝
庫
で
、
そ
の
学
術

的
価
値
の
高
さ
か
ら
、
尾
瀬
沼
と
尾
瀬
ヶ
原

を
は
じ
め
と
す
る
ほ
ぼ
全
域
が
、
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
瀬
ヶ
原
の
湿
原
が
で
き
る
ま
で
に
は
、

約
６
千
年
と
い
う
と
て
も
長
い
年
月
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
湿
原
は
、
い
っ
た
ん

人
に
踏
み
荒
ら
さ
れ
る
と
、
植
物
が
生
育
で

き
る
表
面
の
土
壌
の
層
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
度
荒
ら
さ
れ
た
箇
所
は
、
植
物
が
生

育
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
も
と
に
戻
る

に
は
大
変
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
既

に
あ
る
道
以
外
の
場
所
へ
の
立
ち
入
り
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
貴
重
な
自
然
環
境
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
尾
瀬
の
利
用
は
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
年
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
わ
た
し
の
尾
瀬
写
真

展
」
が
７
月
下
旬
に
、
魚
沼
市
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
尾
瀬
の
自
然
の

魅
力
や
保
護
活
動
の
様
子
を
写
真
で
見
る
よ

い
機
会
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
指
定
文
化
財
の
特
別
天
然
記
念
物
「
尾
瀬
」

尾瀬ヶ原
写真提供：魚沼歴史・民俗の会

　

く
ら
し
に
役
立
つ
便

利
な
製
品
は
多
数
あ
り

ま
す
が
、
加
湿
器
に
よ

る
火
災
や
ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
に
よ
る
一
酸
化
炭

素
中
毒
事
故
な
ど
、
製

品
に
よ
っ
て
は
生
命
に

関
わ
る
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

くらしの事故

製品事故・リコール

ご存じですか？

　

設
計
ミ
ス
や
製
造
不
良
な
ど
の
製
品

自
体
が
原
因
で
発
生
す
る
事
故
や
誤
使

用
や
不
注
意
に
よ
っ
て
起
こ
る
事
故

製品事故リコール
　

事
業
者
が
事
故
の
恐
れ
の
あ
る
製
品

を
無
料
で
回
収
や
修
理
を
行
う
こ
と

■
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
　
　
　

安
全
な
商
品
を
選
ぶ

　

見
た
目
や
値
段
だ
け
で
な
く
、
安
全
な
商
品
で

あ
る
こ
と
を
表
す
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
や
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー

ク
な
ど
を
、
購
入
時
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

　
　
　
　

正
し
く
使
う

　

間
違
っ
た
使
い
方
に
よ
っ
て
事
故
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
商
品
の

正
し
い
使
い
方
、
使
用
上
の
注
意
な
ど
を
よ

く
確
認
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

製
品
事
故
・
リ
コ
ー
ル
の

　
　
　
　

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

　

新
聞
や
折
込
チ
ラ
シ
、店
頭
の
ポ
ス
タ
ー
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

（独）
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
・
通
称
ｎ
ｉ
ｔ

ｅ
（
ナ
イ
ト
）「
製
品
安
全
・
事
故
情
報
」

Hhttp://w
w

w
.nite.go.jp/

消
費
者
庁
「
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
」

Hhttp://w
w

w
.recall.go.jp/

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

■平成２５年に市内に設立

　東京都墨田区に本社を置き、昭和２５年に創業し、

皮革製品の製造と販売を行っている「株式会社　駒屋

（代表取締役社長　須藤文雄）」魚沼工場を訪問し、責

任者の籠谷さんにお話を伺いま

した。「魚沼市空き工場等対策

事業補助金」も活用しながら、

昨年、魚沼市中原に、新たな事

業所を開設しました。主な製品

は、財布、手帳、名刺入れなど

の小物の皮革製品です。魚沼工

場では、東京で作られた製品の

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
107

仕上げ作業が行われます。細かな部分の塗装や曲線部

の加工を施した後に、取引先に出荷されていきます。

■国内でのものづくりの重要性

　「中国、インド、ベトナムにも協力工場がありますが、

Made in Japan にこだわっています。将来を見据え、日本

の技術を受け継ぐため、決して国内から無くすことはで

きません」と、籠谷さん

は思いを込めて話します。

　市内で製造された製品

が、更に全国各地へ発信

されていくことを期待し

ています。

皮革製品の
製造・販売を行っています

株式会社　駒屋（中原）

籠
かごたに

谷　大樹さん

名刺入れの曲線部の加工

［ＳＧマーク］
乳幼児用品やスポー
ツ・レジャー用品など

［ＰＳＥマーク］
電気用品

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

⒈

⒉⒊
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橘　草太さん
中村優希さん

清塚富喜さん上重亮太さん
櫻井香穂里さん

木津弘登さん坂内美咲さん 実行委員長 副委員長

成人式を盛り上げてくれた「新成人の集い」実行委員の皆さんです お疲れさまでした！

　５月４日（日）に第１０回魚沼市成人式が開催され、３５８人もの新成人が
会場の小出郷文化会館に集いました。大平市長は「人と人のつながりを大切に、
勇気と希望を持って自分の人生を切り拓いて欲しい」と新成人に願いを込めま
した。新成人を代表し、櫻井香穂里さんは「自分の意思をしっかりと持ち、家
族や仲間や社会の力になれるような大人になります」と頼もしい誓いを述べま
した。 

清
々
し
い
新
成
人
の
笑
顔
溢
れ
る

５
月
４
日　

第
１０
回
魚
沼
市
成
人
式

おいしい「きのこ」ができるかな～
　　　　　　　　　        ー ５．１０　きのこ菌打ち体験

　里山の整備を通じ自然に親しむ「うおぬま森の学校」

で、きのこの菌打ち体験が行われました。最初は慣れ

ない作業に苦戦しましたが、すぐにコツを覚えてシイ

タケとナメコの駒を打ち込んでいきました。順調にい

けば来年の秋には収穫できる予定です。

　昨年、約５万人が利用した、魚沼から行く尾瀬ルー

ト。平成２３年７月新潟・福島豪雨災害の影響で、一

時期利用客が減少したものの、近年は客足が徐々に戻

りつつあります。この日の記念登山には、約３０人が

参加し、ミズバショウが見頃の尾瀬へと向かいました。

湖面とつながる　遠い空
ー ５. ３１　魚沼から船で行く尾瀬ルート開通

　足立区の中学生が、食と自然を学びながら魚沼市民

と交流する足立区魚沼自然教室。この日は、東島根中

学校１年生約１００人が、１５アールの田んぼに苗を

植えました。ここで育ったコシヒカリは、１１月に足

立区の小学校や幼稚園の給食に提供されるそうです。

ぼくらの想いをこめて、美味しく育て
ー ５. １２　足立区魚沼自然教室「田植え体験」

　好天に恵まれ、市内の多くの小学校で運動会が開催

されました。日差しが強く、暑い一日となりましたが、

子どもたちは元気いっぱいに、グラウンドを駆け回り

ました。子どもたちの勇姿に、観客席からも、大きな

声援と拍手が送られていました。

手を離すもんか、棒は渡さないぞ
ー ５. ２４　市内小学校運動会
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永年の功績を
讃えて

叙
位（堀之内宮原町）

（３月２５日死去）

故 髙
たかはし

橋 和
かずとみ

福さん

正六位
元魚沼市議

議会議員として、永年にわたり地方自治

の発展に貢献されました。

（順不同）

春
の
叙
勲

（下倉）
櫻
さくらい

井 康
や す じ

司さん

旭日単光章
選挙管理事務功労

選挙管理委員として、永年にわたり公

平公正な選挙の執行に貢献されました。

（西名新田）
佐
さ と う

藤 守
まもる

さん

旭日小綬章
地方自治功労

議会議員として、永年にわたり地方

自治の発展に貢献されました。

（青島下）
町
ま ち だ

田 昌
しょう

さん

瑞宝双光章
教育功労

教育職員として、永年にわたり子ども

たちの健やかな成長に貢献されました。

（東中）
佐
さ と う

藤 孝
たかし

さん

瑞宝双光章
運輸行政事務功労

永年にわたり、民間航空機の安全運

航を支える業務に貢献されました。

（穴沢）
浅
あ さ い

井 稔
みのる

さん

瑞宝単光章
消防功労

消防団員として、永年にわたり安心・

安全なまちづくりに貢献されました。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（古新田）
佐
さ と う

藤 義
よしえい

榮さん

瑞宝双光章
消防功労

消防職員として、永年にわたり安心・

安全なまちづくりに貢献されました。

　永年にわたり、尾瀬国立公園、

越後三山只見国定公園を中心に、

登山道の整備や安全登山の指導に

取り組むとともに、利用者への自

然解説を行うなど、自然とのふれ

あいや普及啓発活動に尽力されま

した。

自然環境功労者
自然ふれあい部門

環境大臣表彰

（向山）
櫻
さくらい

井 昭
しょうきち

吉さん

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

2014年6月10日号

6.10

お知らせ版

魚
沼
市
報

う お
ぬ ま
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す べ て が ク ラ イ マ ッ ク ス

　

市
内
全
域
を
舞
台
と
し
た
全
長
１
１
０
㎞
と

９０
㎞
の
コ
ー
ス
を
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
た

ち
が
駆
け
抜
け
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
沿
道
で
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

７⁄４㊎
開場１８：３０
開演１９：００

日時

会場 小出郷文化会館大ホール

G
ジ ー シ ル ク

-CIRQUE
G-Rockets

対４歳以上

　４歳未満入場不可

　（有料保育ルームあり）

他高校生以上２，５００円

　４歳～中学生１，５００円

　（全席指定・当日５００円増）

問小出郷文化会館

　☎７９２・８８１１

　日本初女性アクロバットダン

スサーカスによるエアリアル

（空中）パフォーマンスの世界

をお楽しみください。　

うおぬま超劇シリーズ 2014 第１回

ヴァレリー・アファナシエフ
　　　　ピアノ・リサイタル

￥一般３，５００円

　学生２，０００円

問小出郷文化会館

　☎７９２・８８１１

　シューベルトの音楽から聴こ

えてくる、さびしさと孤独の影、

どのようにしても届かない、遠い

あこがれ。ロシア生まれの巨匠が、

ついに至った透徹した世界。

６⁄２４㈫
開場１８：３０
開演１９：００

小 出 郷 文 化 会 館 大 ホ ー ル

うおぬま響きの森コンサートシリーズ２０１４第１弾

透

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
魚
沼

第３回

主
な
通
過
点

ス
タ
ー
ト
：
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ

オ
→
干
溝
→
青
島
→
吉
水
→
根
小

屋
→
道
光
高
原
→
広
神
野
球
場
→

須
原
→
星
の
家
→
福
山
新
田
→
渋

川
→
大
栃
山
→
大
白
川
→
浅
草
大

橋
（
折
返
し
）
→
穴
沢
～
東
野
名

→
須
川
→
神
湯
温
泉
→
山
田
下
→

ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
→
ゴ
ー
ル
：
交

流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ

６⁄１５㊐
６：３０
スタート

問
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ
☎
７
９
５
・
２
０
０
３

沿道から選手を
応援しよう！！

徹

今
号
折
り
込
み
チ
ラ

シ
の
旗
を
振
っ
て
応

援
し
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ版

く
　
ら
　
し

◆◆
魚
沼
市
制
施
行
１０
周
年
記
念

「
魚
沼
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
が

改
訂
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
魚
沼
市
制
施
行

１０
周

年
を
記
念
し
て
、地
域
情
報
誌「
魚

沼
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を
民
間

事
業
者
（
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
）
と
の
官
民
協
働
事
業
と
し
て

１０
月
下
旬
に
改
訂
版
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

　

市
は
「
行
政
情
報
」
に
関
す
る

資
料
の
提
供
を
行
い
、
発
行
に
係

る
す
べ
て
の
費
用
は
、
株
式
会
社

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
独
自
で
募
集
を

す
る
広
告
料
で
ま
か
な
い
ま
す
。

　

広
告
の
申
し
込
み
や
、
広
告
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
同
社
に
直
接
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
６
月
下
旬
以
降
、

担
当
者
が
各
事
業
所
に
広
告
掲
載

の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
広
告
に
関
す
る
問
合
せ
・
申
込
み

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

☎
０
２
５
８
・
３
４
・
９
７
７
７

◦
ガ
イ
ド
発
行
に
関
す
る
問
合
せ

秘
書
広
報
室
☎
７
９
２
・
１
４
９
４

　「経済の国勢調査」と呼ばれ、日本経済の

基本構造を明らかにします。国の政策や、中

小企業活性化など地域行政の基礎資料として

活用されます。皆様のご協力をお願いします。

◦調査票配布
　６月２３日～３０日頃

◦調査票回収
　７月１日～１５日頃

※インターネットでのオン

　ライン回答も可能です。

対すべての企業と事業所（事業内容や規模

　を問わず、支所等も含みます）

問企画政策室☎７９２・１４２５
◆◆

大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
６
月

１５
日
㈰

１３
時
～

１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電

製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨

等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…

１３
時
～

１５
時　

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆
捨
て
れ
ば
ご
み
・
分
け
れ
ば
資
源

ご
み
の
分
別
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　

昨
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
う

ち
、
約
60
％
が
紙
類
で
し
た
。

　

チ
ラ
シ
や
文
書
な
ど
の
コ
ピ
ー

用
紙
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
モ
紙
や
割

り
ば
し
の
袋
な
ど
細
か
い
紙
も
資

源
な
の
で
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

・
細
か
い
紙
類
は
、
雑
誌
な
ど
本

の
間
に
は
さ
む
と
散
乱
す
る
こ
と

な
く
出
し
や
す
い
で
す
。

・
今
年
度
か
ら
新
聞
紙
と
チ
ラ
シ

は
一
緒
に
紐
で
し
ば
っ
て
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆◆「
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
」

を
発
送
し
ま
す

　

６
月

１３
日
付
で
「
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
」
を
発
送
し
ま
す
。

「
通
知
書
」
及
び
「
課
税
明
細
書
」

の
記
載
内
容
で
不
明
な
点
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
課
税

明
細
書
」
は
確
定
申
告
等
の
際
に

使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

各
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

　
「
家
屋
取
壊
届
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
地
確
認
後
に

翌
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
か

ら
削
除
し
ま
す
。
届
出
書
の
記
載

は
、「
課
税
明
細
書
」
を
参
照
し
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
土
地
・
建
物
を
相
続
し
た
場
合

　

土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、
相
続
を
す
る
人

は「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
相
続
登

記
が
済
む
ま
で
の
間
、
代
表
者
へ

の
送
付
と
な
り
ま
す
。

◦
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更
の

場
合

　

未
登
記
の
建
物
の
所
有
者
を
変

開催日 時刻 会議内容
6 月 17 日㈫

6 月 19 日㈭
6 月 20 日㈮
6 月 23 日㈪
6 月 24 日㈫
6 月 25 日㈬
7 月   4 日㈮

10:00

10:00
10:00
10:00
10:00
10:00
10:00

開会
本会議

・即決案件審議、採決（補正予算等）
・付託案件説明、質疑（条例議案等）
本会議一般質問
本会議一般質問
総務委員会
福祉文教委員会
産業建設委員会
本会議

・付託案件審査報告、採決
・追加案件審議、採決
閉会

平成２６年　第２回魚沼市議会定例会日程
問議会事務局☎７９９・４６０２

場魚沼市役所広神庁舎３階議場

他本会議傍聴の際は、議場入口で住所・氏名を記入

して傍聴席へお入りください。

食育の日　日 6 月１９日　和食がユネスコ無形文化遺産に認められた理由の一つに「自然の美し
さや四季のうつろいを食事で表現する」ことがあります。旬の色を食卓にのせましょう。

◆❶
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き

の
注
意
点

①
天
ぷ
ら
油
や
固
め
た
油
な
ど
、

油
脂
類
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
排
水
管
が
つ
ま
る
原
因
に
な

り
ま
す
。

②
台
所
、
浴
室
な
ど
の
排
水
口
に

は
、
ゴ
ミ
な
ど
が
流
れ
込
ま
な
い

よ
う
、
必
ず
網
か
格
子
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

③
公
共
桝
や
点
検
口
に
雪
や
雨
水

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆❷
上
下
水
道
・
都
市
ガ
ス
の
メ
ー

タ
ー
取
替
え
に
ご
協
力
を

　

ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計

量
法
に
よ
り
一
定
期
間
ご
と
の
交

換
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、

市
の
委
託
業
者
が
交
換
に
伺
い
ま

す
の
で
、
立
会
い
等
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
ガ
ス
水
道
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
７
月
検
針
終
了
日
か
ら
１１
月

３０
日

対
今
年
度
中
の
取
替
対
象
メ
ー
タ
ー

￥
交
換
費
用
は
無
料

◦
委
託
業
者
…
魚
沼
市
管
工
事
業

協
同
組
合
☎
７
９
３
・
２
１
２
０

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
は 

　

市
町
村
の
一
部
の
区
域
に
お
い

て
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
提
供
す

る
た
め
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の
一
種

で
あ
り
、
カ
ー
ス
テ
レ
オ
や
家
庭
に

あ
る
ラ
ジ
オ
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
全
国
に
２
４
０
を
超
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
災
害
時
の
情
報
発
信
に
有
用

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
地

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が

被
災
状
況
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
情
報
な
ど
、
被
災
者
の
救
助
・

救
援
に
役
立
つ
放
送
を
行
い
、
改

め
て
そ
の
有
用
性
が
見
直
さ
れ
、

新
規
開
局
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

◦
目
的
と
期
待
さ
れ
る
効
果

　

地
域
に
密
着
し
た
話
題
・
情
報

を
手
軽
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提

供
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

◦
民
間
会
社
の
設
立
に
向
け
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
は
、

自
治
体
が
免
許
人
と
な
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
民
間
会
社
を
設
立
し

て
運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

準
備
会
で
は
、
会
社
設
立
と
免

許
申
請
手
続
き
な
ど
の
準
備
を
行

う
予
定
で
す
。

◦
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

ガ
ス
水
道
局

問
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

２６
年
４
月

設
立
準
備
会
で
の

検
討
開
始

７
月

放
送
会
社
へ
の
出

資
者
募
集
開
始

１０
月

無
線
局
免
許
申
請

２７
年
１
月

予
備
免
許
交
付

２
月

放
送
会
社
設
立

３
月

設
備
工
事
着
工

１２
月

設
備
工
事
完
了

２８
年
１
月

放
送
開
始

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
設
立
準
備
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

　

魚
沼
市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
４
月
に
有

志
に
よ
る
魚
沼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
設
立
準
備
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
処
理
現
場
か
ら
の
お
願
い

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご

み
袋
に
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
以
外
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
２
重
袋
、
３

重
袋
で
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ア
ル
ミ
加
工
さ
れ
て
い
る
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
類
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

て
も
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

汚
れ
を
落
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
廃
棄
物
対
策
室

☎
７
９
２
・
３
０
５
５

不
審
な
ハ
ガ
キ
に
注
意
！

　

５
月
下
旬
以
降
「
国
民
消
費

相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
内
容
確

認
通
知
書
』
と
い
う
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
」
と
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

◦
ア
ド
バ
イ
ス

　

ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
た
連
絡
先

に
は
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
せ
ず
、

無
視
す
る
こ
と
。

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
紙
お
む
つ
や
包

帯
、
タ
オ
ル
等
を
流
す
と
、
ポ
ン

プ
施
設
等
の
故
障
原
因
に
な
り
ま

す
。

⑤
土
砂
、
セ
メ
ン
ト
、
木
片
、
廃

油
な
ど
の
廃
棄
物
を
流
す
と
、
下

水
管
が
詰
ま
っ
て
下
水
が
溢
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
有
害
・
有
毒
物
質

や
危
険
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。

更
し
た
場
合
は
、
必
ず
「
未
登
記

家
屋
課
税
台
帳
修
正
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

他
各
書
類
は
、
税
務
室
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
に

あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

禁煙の日　日 6 月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？
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安
心
・
安
全

◆◆
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◦
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
伝
え
た
い　

土
砂
の
怖
さ
と　

治
山
の
役
目
」

期
５
月

２０
日
㈫
～
６
月

３０
日
㈪

職
員
等
の
募
集

◆◆
市
営
プ
ー
ル
管
理
員
、
監
視
員

◦
管
理
員

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
採
用
期
日
…
７
月

２８
日
㈪
～
８

月
１７
日
㈰
（
予
定
）
※
小
出
北
部

プ
ー
ル
は
８
月

２８
日
㈭
ま
で

・
職
務
内
容
…
プ
ー
ル
の
管
理
運

営
、
監
視
員
の
統
括

・
勤
務
地
…
小
出
北
部
プ
ー
ル
、

広
神
プ
ー
ル
、
下
条
プ
ー
ル

・
勤
務
時
間
…
１２
時

３０
分
～
１６
時

３０
分

・
賃
金
…
時
給
１
、１
５
０
円

・
選
考
方
法
…
面
接

◦
監
視
員

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
採
用
期
日
…
７
月

２８
日
㈪
～
８

月
１７
日
㈰
（
予
定
）
※
小
出
北
部

プ
ー
ル
は
８
月

２８
日
㈭
ま
で

・
職
務
内
容
…
プ
ー
ル
の
監
視

・
勤
務
地
…
小
出
北
部
プ
ー
ル
、

広
神
プ
ー
ル
、
下
条
プ
ー
ル

・
勤
務
時
間
…
１２
時
４５
分
～
１６
時
１５
分

・
賃
金
…
時
給
８
８
０
円

・
選
考
方
法
…
面
接

◦
共
通
項
目

・
応
募
資
格
…
市
内
に
住
所
を
有

し
、
健
康
で
泳
げ
る
人

健
康
・
福
祉

◆◆
食
育
月
間「
み
ん
な
で
食
育
展
」

期
６
月
２
日
㈪
～

３０
日
㈪

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
減
塩
レ
シ
ピ
、
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド

推
奨
品
、
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
紹

介
等
の
展
示

他
広
神
図
書
館
、
小
出
郷
図
書
館
で

は
食
育
図
書
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

◆◆
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

◦
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
地
域

日
７
月
９
日
㈬
９
時

３０
分
～

１５
時

◦
広
神
・
守
門
・
入
広
瀬
地
域

日
７
月

１０
日
㈭
９
時

３０
分
～

１５
時

場
折
立
温
泉
や
ま
き
や
旅
館

内
介
護
者
同
士
の
交
流
会

対
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

￥
２
、５
０
０
円
〆
６
月

２０
日
㈮

申
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

◆◆
男
の
料
理
サ
ロ
ン（
２
回
目
）

日
６
月

１８
日
㈬

１０
時
～

１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
夏
負
け
し
な
い
男
子
ご
は
ん

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

￥
５
０
０
円
〆
６
月

１６
日
㈪

申
ま
め
な
会
・
坂
大
（
社
協
内
）

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

◆◆
新
潟
県
看
護
協
会
魚
沼
支
部

公
開
講
演
会
『
賢
い
患
者

に
な
り
ま
し
ょ
う
』

日
６
月

２８
日
㈯

１０
時
～

１１
時

２０
分

（
受
付
９
時

３０
分
か
ら
）

場
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や（
小
千
谷
市
）

内
患
者
一
人
ひ
と
り
が
「
い
の
ち

の
主
人
公
」「
か
ら
だ
の
責
任
者
」

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
主
体
的

に
医
療
に
参
加
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
を
学
び
ま
す
。

講
山
口
育
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

支
え
合
い
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
理
事
長
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料
申
不
要

問
小
千
谷
さ
く
ら
病
院
看
護
部
長
室

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
６
８
０

平成２７年４月１日採用予定　魚沼市職員採用登録試験
（一般行政、土木技師、保健師、保育士等）

１．職種・採用予定人員・受験資格

２．試験内容

３．申し込み
　６月１０日（火）から６月２５日（水）までの間に、申込書を総務管理室（小出庁舎）に提出してください（郵送の場合、
６月２５日消印有効）。要綱等申込書は総務管理室窓口または市ホームページからダウンロードして入手できます。
H魚沼市ホームページ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

【郵送による送付先】〒９４６ ‐ ８６０１魚沼市小出島１３０番地１　魚沼市役所　総務課総務管理室

区分 職種 採用予定人員 受験資格
年齢要件 年齢以外の要件

上
級
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

一般行政 ６人程度

　昭和６０年４月２日から平成５年４月
１日までに生まれた人 
　平成５年４月２日以降に生まれた人で、
学校教育法による大学を卒業した人また
は平成２７年３月３１日までに卒業する
見込みの人

土木技師 若干人

　昭和６０年４月２日以降に生まれた人
で、 学校教育法による大学（短期大学を除
く。）を卒業した人または平成２７年３月
３１日までに卒業する見込みの人

　土木技師に関する専門課程を履修した
人または平成２７年３月３１日までに履
修する見込みの人

保健師 １人 昭和５５年４月２日以降に生まれた人 　保健師免許を有する人または平成２６
年度に行われる国家試験で取得見込の人

中
級
試
験

（
短
大
卒
業
程
度
）

保育士・幼
稚園教諭 ５人程度 昭和６０年４月２以降に生まれた人

　保育士及び幼稚園教諭免許を有する人
または平成２７年３月３１日までに有す
る見込みの人

問総務管理室☎７９２・９２０３

◦第２次試験
　日９月上旬
　場魚沼市役所小出庁舎
　内面接試験

◦第１次試験
　日７月２７日（日）
　場新潟県自治会館（新潟市中央区新光町４番地１）
　内教養試験、専門試験、一般性格診断試験

◆◆
特
定
計
量
器
定
期
検
査

　

検
査
対
象
の
計
量
器
が
あ
る
人

（
事
業
所
）
は
、
必
ず
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
前
回（

２４
年
度
）

受
検
さ
れ
た
人
へ
６
月
上
旬
に
案

内
を
送
付
し
ま
し
た
。

◦
日
程

①
７
月

２８
日
㈪
：
市
役
所
堀
之
内
庁
舎

②
７
月

２９
日
㈫
：
小
出
北
部
公
民
館

③
７
月

３０
日
㈬
：
小
出
北
部
公
民
館

④
７
月
３１
日
㈭　
　
　
　
　
　
　

　

小
出
南
部
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー

⑤
８
月
１
日
㈮
：
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

⑥
８
月
４
日
㈪
：
市
役
所
広
神
庁
舎

⑦
８
月
５
日
㈫
：
市
役
所
守
門
庁
舎

⑧
８
月
６
日
㈬
：
入
広
瀬
会
館

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も

１０
時
～

１１

時
３０
分
、

１３
時
～

１５
時

〆
新
し
く
計
量
器
を
購
入
し
、
今

回
か
ら
受
検
す
る
人
は
６
月

２３
日

㈪
ま
で
に
商
工
振
興
室
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

￥
手
数
料
は
、
収
入
印
紙
で
は
な

く
現
金
で
の
納
付
で
す
。

申
商
工
振
興
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
３

◆◆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
基
礎
講
座

日
７
月
５
日
㈯

１３
時
～

１６
時

３０
分

◆◆
宅
地
内
の
工
事
の
際
は　

土
中
の
ガ
ス
管
に
ご
注
意
を

　

家
屋
解
体
や
、
井
戸
工
事
、
造

園
工
事
等
で
、
宅
地
内
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
ガ
ス
管
が
損
傷
を
受
け

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ス
管
が
損
傷
を
受
け
、
ガ
ス

が
漏
れ
る
と
、
着
火
事
故
や
、
供

給
不
良
な
ど
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

工
事
を
行
う
際
は
、
必
ず
事
前
に

埋
設
物
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ガ
ス
臭
い
と
感
じ
た
ら
、

ガ
ス
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
ガ
ス
水
道
局
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

◆◆
７
月
１
日
よ
り
水
源
地
域

（
森
林
）
内
の
土
地
取
引

行
為
に
は
県
へ
の
事
前
届

出
が
必
要
で
す

◦
事
前
届
出
制
度
の
概
要

　

土
地
所
有
者
（
売
主
等
）
は
、

土
地
取
引
行
為
の
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
日
の

３０
日
前
ま
で
に
、

県
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
に
届

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
８
２
６
２

新
潟
県
庁
農
林
水
産
部
治
山
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
３
３
３

制
度
・
手
続
き

◆◆
ゴ
ミ
を
道
路
に
捨
て
な
い
で

　

市
で
は
、
空
き
缶
、
吸
い
殻
等

の
散
乱
及
び
飼
い
犬
等
の
フ
ン
害

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
清
潔

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
ゴ
ミ
等
の

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼

い
主
が
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
対
策
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
６

　

普
通
救
命
講
習
を
修
了
し
た
人

ま
た
は
普
通
救
命
講
習
（
７
月
１９
日

㈯
１３
時
～
１６
時
）
を
受
講
で
き
る
人

・
締
め
切
り
日
…
６
月

２４
日
㈫

問
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

内
「
山
に
亀
裂
が
走
る
」、「
山
か

ら
石
が
落
ち
て
く
る
」
な
ど
は
山

地
災
害
が
起
こ
る
事
前
の
危
険
信

号
で
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早

め
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
が

起
き
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
か

１
１
９
番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
地
域
に
お
い

て
山
く
ず
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

所
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合

う
と
と
も
に
、危
険
が
な
い
時
に
、

実
際
に
自
分
の
目
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
室
☎
７
９
９
・
４
６
０
３

新
潟
県
南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
８
２
７
０

場
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
２
階
講
堂

（
長
岡
市
学
校
町
１
丁
目
２
番
２
号
）

内
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
い
う
病

気
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
治
療

法
、
解
決
策
を
伝
え
ま
す
。

講
㈳
セ
レ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
ジ
ャ
パ

ン
・
代
表
・
矢
澤
裕
史
さ
ん

東
京
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
タ
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
・
田
中
紀
子
さ
ん

対
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
当
事
者
、

ご
家
族
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に

興
味
の
あ
る
人

￥
無
料
申
不
要

問
東
京
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
タ
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
問
題
を
考
え
る
会
）
担
当
・
坂
田

☎
０
３
・
３
５
５
５
・
１
７
２
５
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生
涯
学
習
・
公
民
館

◆❶
タ
ニ
タ
食
堂
の
５
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
の
ラ
ン
チ
を
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
６
月

２８
日
㈯

１０
時
～

１４
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
調
理
室

講
関
矢
百
合
子
さ
ん
（
原
虫
野
）・

桑
原
久
美
さ
ん
（
伊
勢
島
）

◆❷
廃
油
石
鹸
の
作
り
方
講
習
会

日
７
月
９
日
㈬
１３
時

３０
分
～
１５
時

３０
分

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
大
会
議
室

講
魚
沼
市
消
費
者
協
会
代
表
・
山

之
内
由
利
子
さ
ん
他
３
人

対
ど
な
た
で
も
定
先
着

２０
人

￥
１
０
０
円
〆
６
月

３０
日
㈪

持
１
ℓ
容
器
の
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ゴ

ム
手
袋
、
菜
箸
（
長
い
も
の
。
使
い

古
し
可
）、
廃
油
３
５
０
ｍ
ℓ

◆◆
子
育
て
パ
パ
マ
マ
応
援
し
ま
す

日
７
月

１２
日
㈯

１０
時
～

１１
時

場
小
出
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ
多

目
的
室

内
絵
本
・
紙
芝
居
・
親
子
遊
び

講
絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」
ス

タ
ッ
フ
持
飲
み
物

対
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

問
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６（
平
日
９
時
～
１６
時
）

◆◆
も
し
も
の
た
め
に
！　
　

救
急
講
習
体
験
会

　

多
く
の
場
所
で
目
に
す
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
対
外
式
細
動
器
）、
使
用

出
来
ま
す
か
。
も
し
も
の
時
、
行

動
に
移
せ
る
よ
う
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆◆
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
６
月

２７
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
お
ひ
さ
ま

さ
ん
さ
ん
お
は
よ
う
さ
ん
」、
紙

◦
第
１
部
：
絵
本
ラ
イ
ブ「
ニ
ャ
ー

ゴ
の
や
さ
し
さ
」
…

１０
時
～

１１
時

内
子
ど
も
向
け
読
み
聞
か
せ
、
絵

本
販
売
会
、
サ
イ
ン
会
な
ど
。

◦
第
２
部
：
読
み
聞
か
せ
講
演
会

「
テ
ィ
ラ
ノ
の
お
も
い
や
り
」
…

１３
時
～

１４
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆◆
春
の
お
は
な
し
読
ん
で
！

守
門
・
入
広
瀬

　

折
り
紙
で
か
た
つ
む
り
を
作
ろ
う

①
守
門
会
場

日
６
月

１９
日
㈭

１５
時

３０
分
～

１６
時

場
守
門
図
書
室

②
入
広
瀬
会
場

日
６
月

２０
日
㈮

１６
時
～

１６
時

３０
分

場
入
広
瀬
こ
ど
も
の
家

内
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

と
、
折
り
紙
の
工
作
を
し
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

問
広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

ス
ポ
ー
ツ

◆◆
Ｅ
ス
ポ
健
康
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

有
酸
素
運
動
を
メ
イ
ン
と
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
で
す
。
体
力

を
つ
け
な
が
ら
体
を
引
き
締
め
ま

せ
ん
か
？

日
７
月
５
日
、
８
月
２
日
・

３０
日
、

１０
月
４
日
、

１１
月

１５
日
、

１２
月
６

日
、
２
月
７
日
、
３
月
７
日
毎
回

土
曜

１０
時
～

１１
時

３０
分（
全
８
回
）

場
堀
之
内
体
育
館
健
康
ル
ー
ム

内
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
中
心
と
し
た

有
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
個
別
メ

ニ
ュ
ー
作
成
）
と
軽
い
筋
ト
レ
。
運

伊
米
ヶ
崎
公
民
館

申
☎
７
９
２
・
０
０
８
２（
９
時
～

１６
時
）

◆❶
書
き
付
け
教
室

　

は
が
き
、
の
し
紙
、
金
封
な
ど

の
筆
ペ
ン
を
使
っ
た
書
き
付
け
の

コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
７
月

１１
日
㈮

１９
時
～
２１
時

場
守
門
公
民
館

講
目
黒
ミ
チ
イ
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

〆
７
月

１０
日
㈭
持
筆
ペ
ン

◆❷
砂
絵
教
室

　

描
い
た
絵
に
色
の
つ
い
た
砂
で

守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

申
問
☎
７
９
７
・
２
２
６
１

演ロシアの冬景色、燃えよドラゴン

　のテーマ、夏の思い出、ロミオと

　ジュリエット愛のテーマ他

※演奏曲目・曲順は変更する場合が

　あります。

対未就学児以外

￥一般１，７００円

　小・中学生８００円

問小出郷文化会館☎７９２・８８１１

◆◆
思
春
期
精
神
保
健
相
談
会

日
６
月

２４
日
、
７
月

２２
日
、
８
月

２６
日
、
９
月

３０
日
、

１０
月

２８
日
、

１１
月

２５
日
、

１２
月

１６
日
、
平
成

２７

年
１
月

２７
日
、
２
月

２４
日
、
３
月

２４
日
い
ず
れ
も
火
曜
日
の

１３
時
～

１６
時

３０
分

場
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
思
春
期
に
お
け
る
心
理
的
な
問

題
や
行
動
上
の
問
題
に
つ
い
て
精

神
科
医
師
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

対
概
ね

１５
歳
～

３０
歳
く
ら
い
ま
で

定
電
話
で
の
予
約
が
必
要

申
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
月
～
金
８
時

３０
分
～

１７
時
）

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
０
１
１
３

対
ど
な
た
で
も
定

１０
人

￥
５
０
０
円
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

〆
６
月
２１
日
㈯

色
を
つ
け
て
楽
し
み
ま
す
。

日
７
月

１３
日
㈰

１３
時

３０
分
～

１５
時

場
守
門
公
民
館
講
市
井
希
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
（
小
さ
い
お
子
さ

ん
は
保
護
者
同
伴
）
￥
無
料

〆
７
月
９
日
㈬

定
１
部
…
１
５
０
人（
ど
な
た
で
も
）

　

２
部
…

５０
人
（
中
学
生
以
上
）

￥
無
料

申
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

お
近
く
の
図
書
館
、
図
書
室
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

小
出
郷
図
書
館
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

芝
居
「
あ
か
ち
ゃ
ん
が
あ
っ
あ
っ

あ
」、
大
型
絵
本
「
た
ま
ご
を
こ

ん
こ
ん
こ
ん
」な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

日
７
月

１２
日
㈯
９
時

３０
分
～

１１
時

場
魚
沼
市
消
防
庁
舎
３
階
大
会
議
室

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
と
実
技
体
験

講
魚
沼
市
消
防
本
部
職
員

対
小
学
生
高
学
年
以
上

定
２０
人
￥
無
料

持
筆
記
用
具
、
ハ
ン
カ
チ
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装
で

〆
定
員
に
な
り
次
第

申
湯
之
谷
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
５
３
０

（
平
日
９
時
～

１６
時
）

動
講
義
や
健
康
講
話
も
あ
り
ま
す
。

講
健
康
運
動
指
導
士

対
２０
歳
以
上
の
健
康
な
人

持
筆
記
用
具
、
内
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
定

１５
人
￥
１
回
５
０
０
円

〆
定
員
に
な
り
次
第（
途
中
申
込
み
可
）

申
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

魚
沼
☎
７
９
３
・
７
１
６
６

催
　
　
　
し

◆◆
平
成
２７
年
度
に
使
用
す
る

教
科
書
展
示
会

期
６
月

１３
日
㈮
～
６
月

２６
日
㈭

■
展
示
会
場
①
小
出
教
科
書
セ
ン

タ
ー
（
小
出
小
学
校
内
）

８
時

３０
分
～

１６
時

３０
分
（
土
・
日

を
除
く
）た
だ
し

２２
日
㈰
は
開
館
、

翌
日

２３
日
㈪
は
休
館

内
平
成

２７
年
度
使
用
の
検
定
済
み

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
教
科
書

を
展
示

問
小
出
教
科
書
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
０
０
４
１

■
展
示
会
場
②
小
出
郷
図
書
館

火
曜
～
土
曜
は
９
時

３０
分
～
１９
時　

日
曜
は
９
時
～
１７
時（
月
曜
は
休
館
）

内
平
成

２７
年
度
使
用
の
検
定
済
み

小
学
校
教
科
書
を
展
示

対
展
示
会
場
①
及
び
②
は
、
ど
な

た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆◆
春
季
白
象
展

期
６
月

１３
日
㈮
～

１５
日
㈰
９
時
～

１７
時
（
最
終
日
は

１５
時
ま
で
）

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
洋
画
約

７０
点
展
示
予
定

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

問
白
象
会
事
務
局
・
滝
澤

☎
７
９
４
・
２
２
３
８

◆◆
グ
ル
ー
プ
り
ゅ
う
と
花
遊
会

第
４
回
絵
画
と
華
展

日
６
月
１４
日
㈯
・
１５
日
㈰

１０
時
～
１７
時

場
銀
山
寺
（
国
道
１
７
号
線
・
佐

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
『
里

山
整
備
～
木
を
植
え
て
百

年
先
の
森
づ
く
り
～
』

日
６
月
２１
日
㈯
８
時

３０
分
～

１１
時

（
雨
天
決
行
）
場
干
溝
地
内

・
集
合
場
所
…
響
き
の
森
公
園　

泉
沢
里
山
生
態
園
の
東
屋
（
全
国

植
樹
祭
の
旗
が
目
印
）

内
昨
年
の
「
里
山
ま
つ
り
」
で
植

樹
し
た
場
所
で
植
え
た
木
に
目
印

を
付
け
る
等
の
整
備
を
行
う
。

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

持
動
き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
・

タ
オ
ル
〆
６
月

１９
日
㈭

梨
信
号
付
近
）

内
絵
画
約

１８
点
、
い
け
花
約

１５
点

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
尾
山
☎
７
９
２
・
０
８
８
７

他
昨
年
植
樹
し
た
人
歓
迎
で
す
。

事
前
に
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

◆◆
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
①
６
月
２１
日
㈯
②
７
月

１２
日
㈯

い
ず
れ
も

１３
時

３０
分
か
ら

場
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
堀
之
内
３
３
３
５
番
地
１
）

内
木
造
建
築
科
、
電
気
施
設
科
、

エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
で
の
授

業
、
資
格
、
就
職
等
の
案
内

対
今
年
度
中
学
・
高
校
卒
業
見
込

み
の
人
や
保
護
者
、
既
卒
者
（
概

ね
４０
歳
ま
で
）
￥
無
料

申
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

魚
沼
市
制
施
行
１０
周
年
記
念　
　
　
　
　

　

宮
西
達
也
絵
本
ラ
イ
ブ

　

絵
本
「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
な
ど
で
人
気
の
絵
本
作
家
・

宮
西
達
也
さ
ん
の
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
講
演
会
で
す
。

７⁄６㊐
開場９：３０

サロン・コンサート第１弾

サクソフォン四重奏
カルテット・スピリタス

６⁄１９㊍
開場１８：３０
開演１９：００

湯之谷世代間交流施設
（湯之谷公民館）
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乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成２６年３月 31 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児 平成２４年１２月 9 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 H24.6.20 ～ 7.31 16 日㈬

３歳児 平成２３年７月 23 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 25 日㈮ 10:45～ 11:00 対 7 月生まれ

土曜開放日

５日
12 日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

12 日 10:00 ～ 11:00 絵本読み聞かせ、
紙芝居、親子遊び

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
身長・体重計測
（栄養士同席）

14 日
㈪

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

離乳食や食事の相
談ができます。

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 22 日㈫ 10:45～11:00 対７月生まれ

身長・体重計測 22 日㈫   9:00 ～ 12:00

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター ４日㈮ 10:00 ～ 11:00
風船で遊ぼう

入広瀬保健センター １１日㈮ 10:00 ～ 11:00

子育て支援センター７月 問健康増進室
☎ 792・9763

７月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H26 年 4 月生の
乳児の養育者

１日
㈫

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H25 年 12 月生の
乳児の養育者

８日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H25 年 8 ～ 9 月生
の乳児の養育者

15 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨きなど）

平成２５年 7 月生 29 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

  6 月 16 日～ 30 日 行事カレンダー
16 月 6/2 納期限分の口座再振替日（軽自動車税）
17 火 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

18 水

めぐみ幼稚園創立５０周年カウントダウンイベント
（10:30/ めぐみ幼稚園）

ブックスタート
（13:00/ 小出子育て支援センターぱぴぷ）

19 木

春のおはなし読んで！守門（15:30/ 守門図書室）
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
サロンコンサート第 1 弾サクソフォン四重奏

「カルテットスピリタス」
（19:00/ 湯之谷世代間交流施設（湯之谷公民館））

20 金 春のお話読んで！入広瀬（16:00/ 入広瀬こどもの家）
21 土 ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
22 日
23 月

24 火

めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
響きの森コンサートシリーズ 2014「ヴァレ
リー・アファナシエフ　ピアノ・リサイタル」

（19:00/ 小出郷文化会館大ホール）
25 水

26 木

めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセ
ンター）要予約　長岡年金事務所☎ 0258-88-0006
第２１回住民健康講座

（18:30/ 小出ボランティアセンター）
27 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

28 土

企画展「火炎土器文化後の魚沼」
（9:00/ 目黒邸資料館～ 9/7 まで）

草月流清美会いけ花展～２９日
（9:30/ 小出ボランティアセンター）

たのしく子育てよくばりサロン（9:30/めぐみ幼稚園）

29 日

荒沢岳・駒ヶ岳山開き
本田杯囲碁・将棋大会（9:00/ 小出郷福祉センター）
守門地域芸能祭（10:00/ 守門庁舎）
石川雲蝶生誕２００周年記念シンポジウム

（12:00/ 小出郷文化会館）

30 月
第１期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）
しねり弁天たたき地蔵まつり（15:00/ 小出本町ほか）

◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。
◆◆
子
ど
も
の
人
権　
　
　

１
１
０
番
強
化
週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週

間
」
と
し
て
、
子
ど
も
の
人
権
に

各
種
相
談
等

◆◆
障
害
者
年
金
無
料
相
談
会

日
６
月

２７
日
㈮
、
７
月

２５
日
㈮

１３

時
～

１６
時
（
９
月
、

１１
月
、
１
月
、

３
月
も
予
定
）

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
３
研
修
室
内
障
害
者
年
金
受
給

の
可
能
性
の
判
断
、
手
続
き
の
方

法
、
制
度
の
内
容
な
ど

※
手
続
き
代
行
は
無
料
相
談
の
対
象
外

対
ど
な
た
で
も
申
要
事
前
予
約

問
新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会
長
岡

支
部
・
障
害
年
金
部
会
代
表
・
井
口

☎
０
２
５
８
・
３
５
・
７
７
９
３

☎
０
９
０
・
７
６
８
０
・
４
０
８
８

関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
６
月

２３
日
㈪
～

２７
日
㈮
８
時

３０

分
～

１９
時
、
６
月

２８
日
㈯
・

２９
日

㈰
１０
時
～

１７
時

内
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広

く
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

相
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

◆◆
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
教
室

日
第
１
月
曜
日
（
第
２
の
場
合
も
あ

り
）
１９
時

３０
分
～
２１
時

３０
分
、
第
３

土
曜
日
１３
時

３０
分
～
１５
時
（
第
３
土

曜
日
は
子
ど
も
と
一
緒
の
教
室
）

場
小
出
公
民
館

内
ボ
ー
ル
ペ
ン
、筆
ペ
ン
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
手
本
に
沿
っ
て
練

習
し
ま
す
。
添
削
指
導
も
あ
り
、

自
宅
で
も
で
き
ま
す
。

￥
入
会
金
１
、０
０
０
円
、
月
１
、

２
０
０
円
（
お
手
本
代
含
）

対
ど
な
た
で
も
〆
随
時

問
小
出
ペ
ン
習
字
会
（
生
涯
学
習

連
絡
協
議
会
）

☎
０
９
０
・
３
２
２
８
・
０
５
９
８

◆◆
音
楽
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

「
海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
２
０
１
４
」

日
８
月

２４
日
㈰

１５
時
～

１７
時
（

１４

時
３０
分
開
場
）

場
小
出
郷
文
化
会
館

対
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す

が
、
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。（
保
育
室
申
し
込
み
あ
り
）

定
１
、１
０
０
人
（
抽
選
）
￥
無
料

持
入
場
整
理
券
（
当
選
者
に
７
月

３０
日
頃
発
送
し
ま
す
）

〆
７
月

１８
日
㈮

申
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
新
潟
県
教
職
員
互
助
会

〒
９
５
０-

８
５
７
０

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１

☎
０
２
５
・
２
８
３
・
７
５
１
１

◆◆
本
田
杯
囲
碁
・
将
棋
大
会

日
６
月

２９
日
㈰
受
付
９
時
か
ら

対
局
９
時

３０
分
～

１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
個
人
戦
、
グ
ル
ー
プ
別
、
対
戦

５
局
対
ど
な
た
で
も

￥
１
、０
０
０
円
〆
６
月

２３
日
㈪

問
魚
沼
市
囲
碁
・
将
棋
会
・
渡
部

☎
７
９
２
・
３
２
５
８
（

１３
時
～

１７
時
）
ま
た
は

☎
７
９
２
・
３
２
２
６

日
６
月

３０
日
㈪

１５
時
～
２１
時

場
本
町
通
り
、陣
屋
通
り（
小
出
地
域
）

内
「
し
ね
り
弁
天
！
」
と
声
を
か

け
れ
ば
男
性
は
女
性
を
し
ね
る

（
つ
ね
る
）
こ
と
が
で
き
、「
た
た

き
地
蔵
！
」
と
声
を
か
け
れ
ば
、

女
性
は
男
性
を
た
た
く
こ
と
が
で

き
る
お
祭
り
で
す
。
あ
な
た
も
一

緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？
飛
び
入
り

参
加
大
歓
迎
で
す
。

他
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
か
ら
本

格
メ
イ
ク
ま
で
、
し
ね
り
弁
天
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
メ
イ
ク
を
観
音

寺
前
テ
ン
ト
に
て
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

問
し
ね
り
弁
天
た
た
き
地
蔵
ま
つ

り
実
行
委
員
会（
小
出
商
工
会
館
内
）

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

　
天
下
の
奇
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
し
ね
り
弁
天
た
た
き
地
蔵
ま
つ
り

◆◆
星
空
と
天
体
観
察

日
６
月

２８
日
㈯

１９
時

３０
分
（
雨
天

時
は
室
内
で
活
動
）

場
星
の
家
天
体
観
測
室「
ス
バ
ル
」

内
火
星
、
土
星
、
春
の
星
座
観
察

講
須
原
天
文
台
星
の
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

対
５
歳
以
上
定
先
着

２０
人

￥
５
歳
幼
児

７０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

申
当
日
会
場
か
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

◆◆
第
３２
回
草
月
流　
　
　
　

清
美
会
い
け
花
展

日
６
月

２８
日
㈯
～

２９
日
㈰
９
時

３０

◆◆
守
門
地
域
芸
能
祭

日
６
月

２９
日
㈰

１０
時
か
ら

場
守
門
庁
舎
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
演
奏
・
踊
り
・
民
謡
・
詩
吟
・

そ
の
他

￥
入
場
無
料

問
守
門
地
域
芸
能
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
７
９
２
・
８
８
１
１（
小

出
郷
文
化
会
館
内
）

分
～

１７
時
（

２９
日
は

１６
時
ま
で
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
佐
藤
（
四
日
町
）

☎
７
９
２
・
２
７
９
０
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 山本 憲
のりひと

史さん

動
で
泣
い
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。」
と
慰
問
の
や
り
が
い
を
、

は
に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
演
歌
か
ら
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ま
で
、
豊
富
な
曲
目
が
演

奏
可
能
で
す
。「
こ
れ
か
ら
は
、

慰
問
だ
け
で
は
な
く
、
保
育
園
や

学
校
な
ど
に
も
出
向
い
て
演
奏

し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
今

後
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
１
か
月
前
ま
で
に
連
絡
を
も

ら
え
ば
、
出
演
の
調
整
が
可
能
だ

そ
う
で
す
。
慰
問
や
行
事
等
で
山

本
さ
ん
の
素
敵
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
音
色
を
聞
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
片
手
に
市
内

各
地
の
福
祉
施
設
を
慰
問
活
動
で

巡
り
、
お
年
寄
り
の
心
を
和
ま
す

山
本
さ
ん
。
小
学
生
の
時
の
農
業

祭
で
、
消
防
音
楽
隊
が
演
奏
し

て
い
る
姿
を
見
て
、「
か
っ
こ
い

い
」
と
衝
撃
を
受
け
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
始
め
た
そ
う
で
す
。　

　

そ
れ
以
来
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
魅

了
さ
れ
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

は
部
活
動
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
没

頭
し
、
さ
ら
に
音
楽
の
専
門
学
校

へ
進
学
し
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し

た
。

　

慰
問
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
伺

う
と
、「
や
っ
ぱ
り
お
年
寄
り
が

好
き
で
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

ん
で
す
。」
と
優
し
く
丁
寧
に
答

え
て
も
ら
い
ま
い
し
た
。
そ
の
言

葉
に
誠
実
な
人
柄
が
感
じ
ら
れ
、

お
年
寄
り
に
好
か
れ
る
理
由
が
分

か
る
気
が
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
山

本
さ
ん
も
慰
問
を
始
め
た
ば
か
り

の
頃
は
、
不
安
で
緊
張
し
き
り

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
最
初
は
何

だ
ろ
う
と
不
思
議
そ
う
に
聞
い
て

い
る
お
客
さ
ん
も
、
だ
ん
だ
ん
と

興
味
の
あ
る
表
情
に
変
わ
り
、
最

後
は
笑
顔
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
中
に
は
感

出演依頼は、山本さんのメールアドレ

スまでご連絡ください。

　　 yamamoto_trp@yahoo.co.jp 

・電源がとれる会場をご用意ください。

出演先募集中

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

平成２６年度より新設さ
れた部署を紹介します。

ご紹介
新規部署№１

「
人
口
問
題
担
当
」

「尾瀬こん」実行委員会の様子

（4 月 21 日～ 5 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。ひとのうごき
ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

笹岡　　陸
りく

　直博・葉子　堀之内稲荷町
大淵　　葵

あおい

　孝・由美子　山ノ手町二
山田　蓮

れ ん た

太　裕太・もえみ　下町一
谷口　未

み く

来　惠一・絵里　宮原住宅  
米山　明

あ か り

莉　貴俊・祐子　　関下町  
松井　萌

め い や

優　大典・杏　　四番町二  
井口　尊

たかはる

陽　清和・浩子　四番町二  
岡部　莉

り さ

沙　誠・ちふみ　　南本町  
杉山　日

ひ さ と

郷　浩二・左和子　南本町  
武田　明

あ か り

莉　秀樹・なつみ　中田町
上田　鈴

れ な

菜　正明・恵子　　古新田
片岡　駿

しゅんすけ

介　雄也・寿枝　　若葉町  
吉澤　愛

ま な

菜　照行・竜美　　　干溝  
櫻井　千

ち ひ ろ

寛　馨・絵梨子　　　虫野
星　　碧

あ お る

琉　雅之・栄子　　上ノ原
小岩　咲

さ な

菜　聡・納希　　　　井口  
瀧澤　爽

そうすけ

介　健太・由希子　七日市  
斎木　美

う ら ら

桜　和仁・茅波　　　大下
関　　駿介　真人・智美　　　葎沢 
源川　咲

さ や

彩　悟・美穂　　　　山田
榎本　　光

ひかり

　勇一・麻理　　　細野  

高橋　吉郎　　西栄町　　　７４歳
嶋津　倭信　　八幡町　　　７３歳
波方　和夫　　新田　　　　５９歳
山田　ハル　　立　　　　　９８歳
八木　トシ　　下島一　　　９１歳
石田徳太郎　　原二　　　　９９歳
井上　チヨ　　田中沢口　　８９歳
貝瀨　一世　　浦町一　　　７２歳
小熊　歳雄　　浦町七　　　９５歳
星　喜久男　　南本町　　　８８歳
野村　長一　　四番町一乙　９８歳
田中　キセ　　四日町　　１０４歳
磯部トキ子　　日渡　　　　８１歳
貝瀨三木雄　　佐梨　　　　８７歳
清水　シズ　　中原　　　　８７歳
馬場　長治　　伊勢島　　　６６歳
関　　ミヨ　　岡新田　　　８８歳
髙橋　利榮　　板木　　　　８９歳
佐藤　キヨ　　大浦　　　　９４歳
梅田義太郎　　大浦新田　　８１歳
佐藤　勝實　　上ノ原　　　７１歳
目﨑　一雄　　井口　　　　８４歳
桜井　ミカ　　七日市新田　９６歳

渡邉　ウメ　　吉田　　　　９５歳
関　　ヨネ　　葎沢　　　　８８歳
星　　正志　　湯之谷芋川　８２歳
橘　　トク　　山口　　　１００歳
大羽賀　久　　泉沢　　　　９０歳
坂西　　修　　茂沢　　　　５５歳
馬場　　力　　東中　　　　５２歳
山之内ヤスノ　並柳　　　　８３歳
山本　鉄夫　　小平尾　　　８６歳
松井　シマ　　外山　　　　９２歳
山本　フジ　　今泉　　　　９９歳
重野　充良　　今泉　　　　７８歳
青木　タケ　　山田下　　　８９歳
風間　武司　　小須原　　　９０歳
星野　信平　　須原　　　　８６歳
舩見　セツ　　西名新田　　９１歳
齋藤　榮子　　穴沢　　　　７３歳

人口 うち外国人 増減
男 19,145 35 -8
女 20,095 153 -29
計 39,240 188 -37

世帯数 13,484 +22

人口と世帯数（H26.5.1 現在）
市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
２
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
校
も

新
１
年
生
を
迎
え
、
明
る
く
登
校

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。
先
日
、

朝
７
時

３０
分
こ
ろ
長
岡
市
に
行
く

た
め
国
道

１７
号
線
を
車
で
走
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
集
団
登
校
を
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
、
緑
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
腕
章
を
身
に
着
け

て
一
緒
に
歩
い
て
い
る
人
た
ち
を

見
か
け
ま
し
た
。こ
の
方
々
は「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
と
し
て
活
躍
い

た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。

　
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
と
は
、

各
小
学
校
区
の
地
元
の
方
よ
り
登

録
い
た
だ
い
て
、
児
童
生
徒
の
登

校
時
に
交
通
量
の
多
い
交
差
点
で

の
見
守
り
や
、付
き
添
い
を
行
い
、

不
審
者
や
交
通
事
故
か
ら
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ

て
は
登
校
時
だ
け
で
は
な
く
、
低

学
年
の
下
校
時
の
付
き
添
い
も

地
域
で
守
る
子
ど
も
た
ち
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
活
動

で
は
、
学
校
単
位
で
児
童
の
顔
合

わ
せ
会
、
市
で
行
う
研
修
会
（
年

１
回
）
へ
の
参
加
、
不
審
者
情
報

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
で
見
守
り
等
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
平
成

２５
年
度
は

３
５
３
名
の
方
よ
り
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。
市
内
で
は
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
ほ
か
に
「
見
守
り
隊
」

等
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
な

環
境
を
守
る
た
め
、
支
え
て
く
れ

る
多
く
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
さ
に
「
地
域
で
子
ど
も
を
守

る
活
動
」
で
す
。
こ
う
し
た
皆
さ

ん
の
活
動
の
お
か
げ
で
、
危
険
の

芽
が
摘
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
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生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
少
子
・
高
齢

化
に
伴
う
問
題
解
決
の
た
め
、
企
画
政
策
室

内
に
新
た
に
人
口
問
題
担
当
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
人
口
減
少
社
会
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
各
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
ず
は
、
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
、
男
女
の
出
会
い
の
場
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、「
尾
瀬
こ
ん
」（
婚
活
事
業
）
を

７
月

１２
日
㈯
、
１３
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
よ
り
得
た
経
験
や
協
力
体
制

を
活
か
し
、「
新
し
い
出
会
い
づ
く
り
」
の

支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

企
画
政
策
室　

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

　

前
回
の
正
解
は
、「
②
花
畑
団
地
集
会
所
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
当
選
者
】中
村
和
子
さ
ん
、並
木
菊
彦
さ
ん
、

関
明
仁
さ
ん
、
星
一
江
さ
ん
、
秋
元
キ
ク
さ

ん

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

ＱＡ

①　

Ａ
Ｇ
マ
ー
ク

②　

Ｐ
Ｇ
マ
ー
ク

③　

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク

　

乳
幼
児
用
品
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
用
品
で
、
安
全
な
商
品
で
あ

る
こ
と
を
表
す
マ
ー
ク
は
ど
れ
？

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の

う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
６
月

２５
日

㈬
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！



表
紙
の
写
真

　
「
久
し
ぶ
り
～
」「
元
気

だ
っ
た
？
」
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
聞
こ
え
る
賑
や
か
な

声
。
式
典
前
の
小
出
郷
文
化

会
館
の
入
口
は
、
新
成
人
の

楽
し
そ
う
な
笑
顔
で
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
初
々
し
い
新
成

人
の
姿
を
見
る
と
、
取
材
を

し
て
い
た
私
た
ち
も
清
々
し

い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
新

成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
魚
沼
市
は
皆

さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

この広報紙に掲載されている写真や内容等に関して無断転載を禁じます

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ
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児童絵画 今月は広神西小学校の児童の作品です
№

113

「はるのでんしゃ」
１年  山 之 内 柑 奈  さん

編
集
後
記

　

魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
ル
ー

ト
の
開
通
記
念
式
典
を
取
材

し
ま
し
た
。
毎
年
、
尾
瀬
に

向
か
う
船
に
乗
り
込
む
皆
さ

ん
を
、
奥
只
見
ダ
ム
の
船
着

場
か
ら
撮
影
し
て
取
材
を
終

え
る
の
で
す
が
、
そ
の
度
に
、

一
緒
に
尾
瀬
に
行
け
ば
、も
っ

と
い
い
記
事
に
な
る
の
に
と

消
化
不
良
気
味
に
。
取
材
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
、

広
報
担
当
の
う
ち
に
尾
瀬
へ

行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ｔ
）

いろんないろのおはながきれいです
１年  山 内  梨 緒  さん

no.113ミニミニクッキング！
Good!

カレーコールスロー（副菜）

①キャベツは太めのせん切りにする。にんじん、きゅう
　りはそれぞれせん切りにする。玉ねぎは薄切りにする。
②ボウルに①を入れ、塩小さじ１／３を振ってもみ、
　５分置く。
③ゆで卵はざく切りにする。ハムは半分に切ってか
　ら５ｍｍ幅に切る。
④別のボウルにＡを合わせて、①の水気を絞って加
　える。さらに③を加え、こしょうを軽くして混ぜ
　合わせる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　192kcal　　たんぱく質　6.5 ｇ
脂質　15 ｇ　　炭水化物　7.9 ｇ　　塩分　1.1 ｇ

　６月は食育月間です。三食楽しく、バランスよく、きちんと

食べることが魚沼市の食育や健康づくりの目標です。私たちは、

生きている間におよそ９万回の食事をすることになります。ぜ

ひ１回１回を大切な食事にしてきちんと食べましょう。

材料（４人分）
キャベツ　　　　１／４個
にんじん　　　　１／３本
きゅうり　　　　１／２本
玉ねぎ　　　　　１／４個
塩　　　　　小さじ１／３
ゆで卵　　　　　　　２個
ハム　　　　　　　　３枚

カレー粉　　　小さじ１
酢　　　　　　大さじ２
オリーブオイル　大さじ２
マヨネーズ　　小さじ２
粒マスタード　小さじ２
こしょう　　　　　少々｛A


